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「箱根町公共施設再編・整備計画【第２期】（素案）」に対する意見募集（パブリック・コメント）実施結果 

 

◆意見の募集期間 令和５年３月２日（木）～3月 31日（金） 

◆提出意見数   ４件（３名） 

 

NO 項目（該当箇所） 意見の概要 意見に対する町の考え方 

1 

34ページ 

３施設類型別の再

編・整備に係るロー

ドマップ 

(６)公園 

 

 

 

やまなみ荘の前にあります向山公園についてお願い

があります。 

向山公園には、古いトイレが一つあるだけです。この

トイレを撤去し、もっと明るい子供達が遊べる公園にし

て下さい。例えば、仙石原公園にある可愛い滑り台など

が欲しいですね。私には 5歳の孫がおりますが、強羅に

は子供達が安心して遊べる所がありません。 

ぜひ、ご検討よろしくお願い致します。 

第２期公共施設再編・整備計画の対象施設は、15ペー

ジの「４計画の対象範囲(1)計画全体の対象施設」にあ

るとおり、建物系の公共施設 97施設、139棟の建物を対

象としているため、公園整備について本計画に位置付け

ることはできませんが、ご意見については関係部署にお

伝えします。 

 

 

２ 

34ページ 

３施設類型別の再

編・整備に係るロー

ドマップ 

(６)公園 

 

 

 

 

 

やまなみ荘の前にある向山公園ですが、古いトイレは

撤去して頂き、子供が遊べる新しい遊具を置いて頂きた

いです。仙石原公園のように、綺麗で明るい雰囲気の公

園に生まれ変わるといいですね。(子供が大きくなる前

に、迅速なご対応どうかお願い致します)  

子供は木製の滑り台が欲しいと言ってます。親として

は、子供用の馬跳びの遊具やうんていが欲しいです。 

サッカーゴールや、バスケットボールゴール等がある

と小学生以上の子達も遊べていいですね…  

ご検討宜しくお願い致します。 

 第２期公共施設再編・整備計画の対象施設は、15ペー

ジの「４計画の対象範囲(1)計画全体の対象施設」にあ

るとおり、建物系の公共施設 97施設、139棟の建物を対

象としているため、公園整備について本計画に位置付け

ることはできませんが、ご意見については関係部署にお

伝えします。 
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NO 項目（該当箇所） 意見の概要 意見に対する町の考え方 

３ 

52ページ 

３施設類型別の再

編・整備に係るロード

マップ 

(15)博物館等 

石仏群と歴史館の

解体について 

 

 

 

 

 

 

 

元箱根石仏石塔群は素晴らしい名所・旧跡です。国道

1号を潜る歩道もしっかり整備されていて多くの人に足

を運んでほしいと思っています。私達も「自然に親しむ

運動」や個人的なハイキングで訪れて、箱根の自然・歴

史についてお伝えしています。その際、歴史館に立ち寄

らせて頂き、大きなガラス張りのラウンジで精進池を眺

めながら一息つくのが楽しみでした。なぜか、このラウ

ンジだけ（？）に見られる美しい蛾に出会えることも大

きな魅力でした。今回、この建物の解体が決まってしま

ったことは大変残念ですが、しっかり活用させて頂いて

いた事をお伝えしたくまた、出来ればトイレと東屋程度

の休憩所を新たに設けていただけたらと思いご意見さ

せていただきました。どうぞ、よろしくお願いいたしま

す。 

石仏群と歴史館につきましては、これまでも史跡元箱

根石仏群のガイダンス施設として多くの方にご利用い

ただきましたが、木造建築物にはたいへん厳しい環境の

中、築後 20 年以上が経過して各所に劣化が進んだこと

や、将来の維持管理費も視野に入れて検討した結果、解

体の方向で決定したものです。 

解体後については、元箱根石仏群は国史跡に指定され

ており、町としましても箱根町を代表する歴史遺産、観

光資源として認識しておりますことから、必要なガイダ

ンス機能や便益的な機能を有する施設を新たに設置す

る方向で検討してまいりたいと考えております。 

 

 

 

４ 

60ページ 

４重点事業 

（１）ごみ処理広域化

推進事業 

美化センター（跡

地）に集積する剪定枝

について 

美化センターが統一されるにあたり、現芦の湯美化セ

ンターは一市三町分の剪定枝の集積場になるというこ

とですが、剪定枝には植林地の間伐材等も含まれるので

しょうか？また、これら剪定枝の処分は指定の業者によ

るとありますが、どのように処分、あるいは再利用され

るのでしょうか？ 

 

 町が管理する植林地の間伐材については、すでに資源

化処理が行われており、今後も継続してまいります。 

 剪定枝等ストックヤードは、町内で発生し、事業者ま

たは個人が搬入した剪定枝（枝、木、葉等）を保管する

施設であり、保管した剪定枝は民間資源化事業者により

チップ、堆肥またはバイオマス燃料等に資源化処理する

ことを予定しています。 

 


